
当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）を電磁的方法によりご提供することを定めております。運用報告書
（全体版）は下記の方法で閲覧いただけます。
なお、ご請求いただいた場合には交付いたしますので、販売会社までお問い合わせください。

運用報告書（全体版）の閲覧方法

https://www.sompo-am.co.jp/
にアクセス

「ファンド検索」等から当ファンドのページを表示して、
閲覧またはダウンロードすることができます。

東京都中央区日本橋二丁目２番16号　共立日本橋ビル
お問い合わせ先：リテール営業部
 (受付時間 営業日の午前９時～午後５時)

0120-69-5432

交付運用報告書

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
当ファンドは、日本を除くアジア（オセアニアを

含む）のハイ・イールド債券（米ドル建て等）を
実質的な主要投資対象とし、アジア通貨で為替取
引を行うことにより、インカムゲインの確保と信託
財産の成長を目指します。当作成期もそれに沿った
運用を行いました。ここに、運用状況をご報告申し
上げます。

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し
上げます。

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　�
アジア通貨コース
追加型投信／海外／債券
作成対象期間：2023年２月11日～2023年８月10日
第137期 決算日：2023年 ３ 月10日 第138期 決算日：2023年 ４ 月10日

第139期 決算日：2023年 ５ 月10日 第140期 決算日：2023年 ６ 月12日

第141期 決算日：2023年 ７ 月10日 第142期 決算日：2023年 ８ 月10日

第142期末　2023.8.10

基準価額� 3,375円
純資産総額� 3,551百万円

第137期～第142期
2023.2.11～2023.8.10

騰落率※� 0.1％
期中分配金合計� 240円

※	騰落率は、収益分配金（税引前）を分配時に再投
資したものとみなして計算したものです。
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基準価額の推移
（円） （百万円）
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( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計240円

第137期首 第142期末騰落率

0.1％ 3,375円3,611円
基準価額基準価額

●	分配金再投資基準価額の推移は、2023年２月10日の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。

●	分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

●	分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

●	当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ライオン　アジア・ハイ・イール
ド・ボンド・ファンド（クラス４）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指
数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。
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基準価額の主な変動要因

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コース

主要投資対象である「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ラ
イオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」は、ともに為替部分がプラスに寄
与しました。一方で、債券部分がマイナスに寄与しました。この結果、分配金再投資基準価額の騰
落率は概ね横ばいとなりました。

●	本報告書では、ベビーファンド、マザーファンドおよびマザーファンド以外のファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド　  マザーファンド以外のファンド

１万口当たりの費用明細

項目
第137期～第142期
2023.2.11～2023.8.10 項目の概要

金額 比率

（a）信託報酬 18円 0.502％
（a）�信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数年間の日数

期中の平均基準価額は3,503円です。

（投信会社） （ 7） （0.207） ファンドの運用の対価

（販売会社） （10） （0.278） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （ 1） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）その他費用 0 0.011 （b）�その他費用＝ 各期中のその他費用
各期中の平均受益権口数

（監査費用） （ 0） （0.009） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （ 0） （0.002） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 18 0.513

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

注４．各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は2.15％です。

総経費率
2.15%

当ファンド
1.03%
当ファンド
1.03%

投資先
ファンド
1.12%

投資先
ファンド
1.12%

運用管理費用
（投信会社）
0.42%

運用管理費用
（販売会社）
0.56%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.02%

運用管理費用
0.75%

運用管理費用以外
0.37%

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 2.15

①当ファンドの費用の比率 1.03

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.75

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.37

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
注５．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
注６．当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
注７．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 	 2018.8.10～2023.8.10

（円） （百万円）
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●	分配金再投資基準価額の推移は、2018年８月10日の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。

●	分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

●	分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

●	当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ライオン　アジア・ハイ・イール
ド・ボンド・ファンド（クラス４）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指
数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。

決算日
2018.8.10 2019.8.13 2020.8.11 2021.8.10 2022.8.10 2023.8.10

決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 5,699 5,310 5,166 5,006 3,651 3,375

期中分配金合計（税引前）（円） － 480 480 480 480 480

分配金再投資
基準価額騰落率 （％） － 1.6 6.7 6.2 △ 18.2 5.8

純資産総額� （百万円） 12,840 9,797 8,163 6,551 4,159 3,551
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投資環境 �

当期のアジア・ハイ・イールド債券市場は
下落しました。

グローバルにみると、米国経済が堅調に推
移したことなどを背景に、投資家心理が改善し、
クレジットスプレッドが縮小する場面がありまし
たが、中国の経済成長が鈍化しつつあるとの
懸念に加えて、中国の不動産セクターに対する
信用不安などから、クレジットスプレッドが拡
大したため、期を通じてみると、アジア・ハ
イ・イールド債券市場は、下落基調で推移しま
した。

当期の為替市場は、米国の利上げ観測が継
続したことなどから、期を通じてみると、米ド
ルは対円で上昇しました。

アジア通貨については、インドネシアルピア、
インドルピーが米ドル上昇の影響を受けて対円
で上昇しました。オーストラリアドルについて
は、対円での上昇が小幅となりました。

（期首） （期末）
（出所：Bloomberg）

210

220

230

240

250

260

23.2.10 23.4.10 23.6.10 23.8.10

JPモルガン・アジア・クレジット
Index（BB格以下・社債）

市況の推移

（期首） （期末）

90

95

100

105

110

115

23.2.10 23.4.10 23.6.10 23.8.10

（出所：Bloomberg）

為替レートの推移

インド・ルピー
／円為替レート

オーストラリア・ドル
／円為替レート

インドネシア・ルピア
／円為替レート

注１．為替レートは対顧客電信売買相場の仲値を使用し
ております。

注２．為替レートは期首を100として指数化しております。
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当該投資信託のポートフォリオ
期を通じて、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ライオン　

アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」の投資比率を高位に維持しました。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与しました。一方で、クレジットスプ
レッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。この結果、債券部分はマイナスに寄与しました。

インドネシアルピア、インドルピー、オーストラリアドルが対円で上昇したことが、プラスに寄与し
ました。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与しました。一方で、クレジットスプ
レッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。この結果、債券部分はマイナスに寄与しました。

インドネシアルピア、インドルピー、オーストラリアドルが対円で上昇したことが、プラスに寄与し
ました。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異
当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ライオン　

アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」の投資比率を可能な限り高位に保ちますが、
本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記
載しておりません。
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分配金
収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。なお、収益分配

に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本と同一の運用
を行います。

分配原資の内訳	 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目

第137期 第138期 第139期 第140期 第141期 第142期
2023.2.11

～

2023.3.10

2023.3.11

～

2023.4.10

2023.4.11

～

2023.5.10

2023.5.11

～

2023.6.12

2023.6.13

～

2023.7.10

2023.7.11

～

2023.8.10

当期分配金 40 40 40 40 40 40

（対基準価額比率） 1.104％ 1.148％ 1.142％ 1.127％ 1.151％ 1.171％

当期の収益 40 40 40 40 40 40

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 6,856 6,867 6,878 6,890 6,901 6,915

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

注４．投資信託特有の会計処理により、「翌期繰越分配対象額」が基準価額を上回っている場合がありますが、実際に基準
価額を超えて分配金が支払われることはありません。

決算期毎にインカム収入※を中心に分配を行うことを目指すファンドです。
※	インカム収入とは、債券の利子収入、為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）収入等をいいます。
・	 ファンドに蓄積された過去の運用成果（分配原資）を加味する場合があります。
・	 投資対象資産や為替の値動き等により基準価額が下落した場合でも、原則として、インカム収入相当については、分
配を行います。
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今後の運用方針

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コース

今後も、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」および「ライオン　ア
ジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）」の投資比率を高位に保つことにより、信託財
産の中長期的な成長を目指します。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）

主要中央銀行の金融引き締め政策が及ぼす世界経済動向や金融システムへの影響、中国政府の
経済政策につき、引き続き不透明な状況にあり、アジア社債市場のクレジットスプレッドは、当面の
間、不安定な状況が続く見通しです。ただし、アジア各国の経済および企業のファンダメンタルズに
ついては堅調に推移する見通しであり、中長期的にはクレジットスプレッドは堅調に推移すると考えま
す。当ファンドでは、引き続き市場動向を注視しながら、銘柄分散を図るなど、慎重なポートフォリ
オ運営を継続する方針です。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）

FRB（米連邦準備理事会）による利上げサイクルの終了時期が近づいており、米国金利がさらに
上昇する可能性は低く、当面の間、ボックス圏で推移する見通しであることなどがアジア・ハイ・イー
ルド債券市場にとってはポジティブに働くと考えます。アジア・ハイ・イールド債券市場のクレジット
スプレッドについては、当面不安定な推移が続く可能性がありますが、各国企業の健全なファンダメ
ンタルズなどを背景に中長期的には堅調に推移すると考えます。当ファンドでは、市場の流動性など
を注視しながら、リスクを抑制したポートフォリオ運営を行う方針です。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行う方針です。
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当該投資信託の概要

商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2011年９月30日から2026年８月10日まで
運用方針 インカムゲインの確保と信託財産の成長を図ることを目指します。

主要投資対象

	りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コース
投資信託証券

	日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）
アジア地域の米ドル建てのハイ・イールド債券等

	ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス４）
アジア地域の米ドル建てのハイ・イールド債券等

	マネープールマザーファンド
わが国の公社債等

運用方法

①	主として日本を除くアジア（オセアニアを含む）のハイ・イールド債券（米ドル建
て等）を実質的な主要投資対象とし、インカムゲインの確保と信託財産の成長を目
指します。

②	アジア通貨で為替取引を行います。

分配方針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
①	分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利子、配当収入と売買益（評
価損益を含みます。）等の全額とします。

②	収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。
ただし、分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあります。
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代表的な資産クラスとの騰落率の比較
（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

2018年８月～2023年７月期間：

当ファンド

平均値
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42.1
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＊	上記期間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の代表的
な資産クラスについて表示したものです。

＊	各資産クラスの指数

日本株 東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株 MSCIコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株 MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円換算ベース）
日本国債 NOMURA-BPI国債
先進国債 FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）
新興国債 JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※	海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。

●	当ファンドについては、分配金（税引前）再投資基準価額の騰落率です。
●	全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
●	上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。

指数に関しての詳細は18ページをご参照ください。
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当該投資信託の組入資産の内容
※	組入銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）に記載されています。

組入ファンド

第142期末
2023.8.10

NikkoAM Asia Investment Series- 
NikkoAM AsiaHighYieldBondFund IV

74.9％

Lion Global Investors Asian High  
Yield Bond Fund Class 4 (AC)

21.0％

マネープールマザーファンド 1.3％

注．�比率は第142期末における純資産総額に対する評価額の割合です。

資産別配分

投資信託証券
95.9％

投資信託証券
95.9％

親投資信託
受益証券
1.3％

その他
2.8％

国別配分

ケイマン諸島
95.9％

ケイマン諸島
95.9％

日本
1.3％

その他
2.8％

通貨別配分

日本円
100.0％
日本円
100.0％

注．�比率は第142期末における純資産総額に対する評価額の割合です。

純資産等

項目
第137期末 第138期末 第139期末 第140期末 第141期末 第142期末
2023.3.10 2023.4.10 2023.5.10 2023.6.12 2023.7.10 2023.8.10

純資産総額 3,914,052,381円 3,745,888,717円 3,738,193,197円 3,771,945,151円 3,639,561,097円 3,551,731,467円

受益権総口数 10,925,325,848口 10,879,980,090口 10,790,608,966口 10,746,759,120口 10,596,442,867口 10,525,001,307口

１万口当たり
基準価額

3,583円 3,443円 3,464円 3,510円 3,435円 3,375円

※	当作成期間（第137期～第142期）中における追加設定元本額は245,163,632円、同解約元本額は666,771,813円
です。
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組入上位ファンドの概要
※	組入ファンドの計算期間の詳細な運用経過等に関する詳細な情報については、運用報告書（全体版）に記載されています。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

基準価額の推移（クラス４）

2021.12.30 2022.12.30

100

150

200

250

300
（円）

基準価額

分配金再投資基準価額

●	基準価額は、りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コースの基準価額算出に用いた価額（算出
日の前日（海外）の価額）を表示しています。

●	分配金再投資基準価額は、2021年12月30日の基準価額に合わせて指数化しています。

１万口当たりの費用明細
当該期間（2022年１月１日～2022年12月31日）の１万口当たりの費用明細については開示され
ていないため、掲載していません。

90045_NikkoAM Asia Asia HighYield Bond Fund IV_981268.indd   1 2023/08/24   12:51:35
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組入上位10銘柄
銘柄名 国・地域 クーポン 償還日 比率

1 HUARONG FINANCE 2019 CO. LTD. 2.5％ 24-FEB-2023 中国 2.500％ 2023/2/24 2.9％

2 DELHI INTERNATIONAL AIRPORT LTD. 6.125％ 31-OCT-2026 インド 6.125％ 2026/10/31 2.9％

3 INDIA AIRPORT INFRA 6.25％ 25-OCT-2025 インド 6.250％ 2025/10/25 2.8％

4 CONTINUUM ENERGY LEVANTER PTE LTD. 4.5％ 09-FEB-2027 インド 4.500％ 2027/2/9 2.6％

5 YANLORD LAND （HK） CO., LTD. 6.75％ 23-APR-2023 中国 6.750％ 2023/4/23 2.4％

6 RKPF OVERSEAS 2019 （A） LTD. 7.875％ 01-FEB-2023 中国 7.875％ 2023/2/1 2.4％

7 GREENKO SOLAR （MAURITIUS） LTD. 5.55％ 29-JAN-2025 インド 5.550％ 2025/1/29 2.3％

8 INDUSTRIAL AND COMMERCIAL BANK OF CHINA LIMITED 3.2％ PERP 中国 3.200％ 永久債 2.2％

9 KRUNG THAI BANK PUBLIC CO., LTD. 4.4％ PERP タイ 4.400％ 永久債 2.1％

10 CELESTIAL MILES LTD. 5.75％ PERP 香港 5.750％ 永久債 2.0％

組入銘柄数 78銘柄

資産別配分

債券等
98.8％
債券等
98.8％

現金等
1.2％

国別配分

中国
36.2％
中国
36.2％

インド
23.3％
インド
23.3％香港

12.1％

マカオ
9.6％

タイ
7.0％

その他
11.7％

通貨別配分

アメリカ・ドル
99.57％

アメリカ・ドル
99.57％

日本円
0.31％

シンガポール
ドル
0.11％

注１．組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの決算日（2022年12月31日）現在の
ものです。

注２．比率は純資産総額に対する評価額の割合です。国別配分のその他には、現金等が含まれます。

注３．日興アセットマネジメント	アジア	リミテッドが作成したデータを掲載しています。

90045_NikkoAM Asia Asia HighYield Bond Fund IV_981268.indd   1 2023/08/24   12:51:36
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ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

基準価額の推移（クラス４）

150

200

250

300

350

2021.12.30 2022.12.30

（円）

基準価額

分配金再投資基準価額

●	基準価額は、りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コースの基準価額算出に用いた価額（算出
日の前日（海外）の価額）を表示しています。

●	分配金再投資基準価額は、2021年12月30日の基準価額に合わせて指数化しています。

１万口当たりの費用明細
当該期間（2022年１月１日～2022年12月31日）の１万口当たりの費用明細については開示され
ていないため、掲載していません。

90045_Lion Global Investors Asian High Yield Bond Fund IV_981272.indd   1 2023/09/15   9:33:01
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組入上位10銘柄

銘柄名 国・地域 クーポン 償還日 比率

1 NETWORK I2I LTD 5.65％ DUE 31/12/2199 インド 5.650％ 永久債 6.0％

2 SAN MIGUEL CORP 5.5％ DUE 31/12/2199 フィリピン 5.500％ 永久債 5.5％

3 RIZAL COMMERCIAL BANKING 6.5％ DUE 31/12/2199 フィリピン 6.500％ 永久債 4.0％

4 YANLORD LAND HK CO LTD 6.8％ DUE 27/02/2024 中国 6.800％ 2024/2/27 3.6％

5 IIFL FINANCE LTD 5.875％ DUE 20/04/2023 インド 5.875％ 2023/4/20 3.1％

6 WOORI BANK 4.75％ DUE 30/04/2024 韓国 4.750％ 2024/4/30 3.1％

7 DAH SING BANK LTD 5％ DUE 15/01/2029 香港 5.000％ 2029/1/15 3.1％

8 VLL INTERNATIONAL INC 7.25％ DUE 20/07/2027 フィリピン 7.250％ 2027/7/20 3.0％

9 COUNTRY GARDEN HLDGS 5.4％ DUE 27/05/2025 中国 5.400％ 2025/5/27 2.9％

10 MIRAE ASSET SECURITIES 1.375％ DUE 07/07/2024 韓国 1.375％ 2024/7/7 2.9％

組入銘柄数 43銘柄

資産別配分

債券等
78.2％
債券等
78.2％

現預金
21.8％
現預金
21.8％

国別配分

中国
21.7％
中国
21.7％

フィリピン
16.5％

インド
12.6％

韓国
9.3％

香港
6.8％

その他
33.1％
その他
33.1％

通貨別配分

アメリカ・ドル
100.00％

アメリカ・ドル
100.00％

注１．組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの決算日（2022年12月31日）現在の
ものです。

注２．比率は純資産総額に対する評価額の割合です。国別配分のその他には、現金等が含まれます。

注３．ライオングローバルインベスターズが作成したデータを掲載しています。
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マネープールマザーファンド

基準価額の推移

9,988
9,990
9,992
9,994
9,996
9,998
10,000
10,002
10,004

2022.8.10 2023.8.10

（円）

１万口当たりの費用明細

項目
2022.8.11～2023.8.10

金額 比率

その他費用 5円 0.053％

（その他） （5） （0.053）

合計 5 0.053

期中の平均基準価額は9,995円です。

交付_90045_309914_20230810_マネープールマザーファンド_978354.indd   1 2023/09/01   11:04:34
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組入上位10銘柄
決算時における組入銘柄はありません。

資産別配分

コール・ローン等
100.0％

コール・ローン等
100.0％

国別配分

日本
100.0％
日本

100.0％

通貨別配分

日本円
100.0％
日本円
100.0％

注１．基準価額の推移は組入ファンドの直近の計算期間のものです。

注２．１万口当たりの費用明細は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。なお、費用項目については前記（１
万口当たりの費用明細の項目の概要）をご参照ください。

注３．組入上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは組入ファンドの直近の決算日（2023年８月10日）
現在のものです。

注４．比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

交付_90045_309914_20230810_マネープールマザーファンド_978354.indd   1 2023/09/01   11:04:34
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指数に関して �

「代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について

■	東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマーク
で、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会
社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。

■	MSCIコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮した
ものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属し
ます。

■	MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円換算ベース）
MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、米ドルベース）をもとに委託会社が独自に
円換算しています。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.
に帰属します。

■	NOMURA-BPI国債
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表している日本の国債市場の動向を
的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA-BPI国債に関する著作権、商標権、
知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰
属します。

■	FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）
FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価
総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックスに関する著作権等の知的財産その他
一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

■	JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ベース）
J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象にし
た指数です。なお、JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権
その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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ホームページにて当ファンドの詳細をご案内しております。

各書類の最新版をご確認いただけます。

本報告書作成時点のものを掲載しております。

運用報告書（全体版）

最新月次レポート

交付目論見書

請求目論見書

当ファンド購入に際して投資
判断に必要な重要事項をご
説明しております。

交付目論見書より詳細な当
ファンドの情報をご説明して
おります。

交付目論見書より詳細な当
ファンドの情報をご説明して
おります。

当ファンドの運用状況につい
て重要な事項をご説明して
おります。

交付運用報告書より詳細な
運用状況をご説明しており
ます。

当ファンドの運用状況を月次
でご説明しております。

交付運用報告書

決算期の分配金の推移につ
いてお知らせいたします。

分配金のお知らせ

購入・換金の申込不可日を
ご案内しております。

海外休業日
（申込不可日）

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コース

https://www.sompo-am.co.jp/fund/0921/price.html

検索

交付_90045_230921_20230810_三校_りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　アジア通貨コース_978355.indd   19 2023/09/15   9:34:28


